
【三角形の外部の点Ｐを通り三角形の面積を二等分する線分の作図方法】

１　図１　∠ＣＡＰ=∠ＢＡＱ’となる点Ｑ’をとり，半直線ＡＱ’をひく。

２　図２　ＡＤ＝2ＡＰとなる点Ｄを半直線ＡＣ上にとる。
　　Ｃを通り，ＤＢに平行な直線と直線ＡＢとの交点Ｑ’’をとる。
　　　　・ＡＣ：ＡＤ＝ＡＢＣＱ’’：ＡＢ　より　ＡＣ：2ＡＰ＝ＡＱ’’：ＡＢ

３　図３　半直線ＡＱ’上にＡＱ’’＝ＡＱとなる点Ｑをとる。
　　　　・ＡＣ：2ＡＰ＝ＡＱ：ＡＢ …①

４　図４　点Ａを通りＡＱに垂直な直線を引き，ＡＣとのなす角をβとする。

５　図５　βを底角とする二等辺三角形ＲＱＰを作る。
　　　　（４の垂線と辺ＡＣとの位置関係で，点Ｒのとる向きが異なる。）

６　図６　Ｒを中心とし，半径ＲＰの円をかき，辺ＡＢとの交点をＳとする。

７　図７　直線ＳＰと辺ＡＢとの交点をＴとする。

　　図８　∠ＰＲＱ＝180°－2β，　∠ＰＳＱ＝ 12 ∠ＰＲＱ＝90°－β

　　四角形ＡＱＳＴにおいて，∠ＴＳＱ＋∠ＱＡＴ＝180°より，４点Ａ，Ｑ，Ｓ，Ｔは②より同じ円周上にあるので，
ＡＴＰ∽ ＡＱＳ よりＡＰ・ＡＱ＝ＡＳ・ＡＴ …②

　　①，②より　ＡＳ・ＡＴ＝ 12 ＡＢ・ＡＣ　ゆえに　 ＡＴＳ＝ 12 ＡＢＣ
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